
新しく入った本を紹介します       

図書館だより    第 2号    Ｒ3.6 月   川俣高校図書館 

 

 

                                   

皆さんの来館を待っています！ 

書名 請求記号 書名 請求記号 

世界一素朴な質問、宇宙一美しい答え 

 

００２H 発想の整理学 ００２Y 

はじめてのニュース・リテラシー ０７０S 勉強する気はなぜ起こらないのか １４１T 

 

みんなに好かれなくていい １５９W 値段がわかれば社会がわかる ３３１T 

 

まんがでわかる発想法 ３３６K お空から、ちゃんと見ててね。 ３６９O 

 

問う方法・考える方法 ３７５K おもしろ大発見！世界スゴすぎ

事典 

３８２S 

 

確かめてナットク！物理の法則 ４２０H 世界のヘンテコ鳥大集合 ４８８S 

 

iPS 細胞の研究室 ４９１S スマホ脳 ４９８H 

 

ハルカと月の王子さま ７２６I 

 

暗殺教室 13～15 ７２６M 

声がだせない少女は「彼女が優しす

ぎる」と思っている 3 

７２６Y コミュニケーション力を高める

プレゼン・発表術 

８０９U 

漢検過去問題集 3～2級 2021年度版 ８１１K 文豪の死に様 ９１０M 

わたしの幸せな結婚 913A 新謎解きはディナーの後で ９１３H 

空想クラブ ９１３I ガラスの城壁 ９１３K 

僕といた夏を、君が忘れないように。 ９１３K 余命 3000文字 ９１３M 

滅びの前のシャングリラ ９１３N キズナキス ９１３N 

Re:ゼロから始める異世界生活 24、26 ９１３N 心淋し川 ９１３S 

魔術師 ９１３T 恋に焦がれたブルー ９１３U 

＊随時本のリクエストも受付けています。（先生方もお気軽にどうぞ。） 

 

～新聞読み比べ～ 

 図書室に新聞は 5 紙あります。【民友】【民報】【読売】【朝日】【日経】 

 3 か月分保存しています。バックナンバーが必要なときは声をかけて下さい。 

   新聞を読む人は成績上がるぞ！頭良くなるぞよ！ 



 

  ＜活用してください＞ 

「東日本大震災 10 年コーナー」 

 

マグニチュード 9「東日本大震災」（阪神・淡路大震災の 350 倍、関東大震災の 45 倍） 

2011.3.11 14～15ｍの津波 

       3.12 1 号機爆発建屋破壊 

       3.14 3 号機水素爆発 

       3.15 4 号機爆発（使用済み核燃料プール） 

       3.25 「自主避難」促す 

       4.04 低レベル汚染水、海へ放出 

       4.11 「計画的避難区域」を設定、20 ㎞圏内「警戒区域」 

       5.03 SPEEDI 未公開 5000 枚 

       5.12 1 号機「メルトダウン」を認める 

       5.23 2.3 号機でも「メルトダウン」していた、と。 

       6.16 「特定避難勧奨地点」（計画的避難区域）の外） 

       8.03 原子力損害賠償支援機構法（東電救済） 

      10.20 「廃炉請願」福島県議会で採択 

      11.30 佐藤雄平福島県知事、県内原発全 10 基廃炉表明 

     ・・・・ 

 そして 10 年・・ 

  「震災関連おすすめ本 5 冊」読みましたか？ 

  フクシマのことを応援、支援してくれている人たちがたくさんいます。 

  皆さんも「時代の証言者」として、多くの書にあたって次の世代へ繋いでいって下さい。 

 混沌とするコロナ禍の中・・私たちは・・？  

 真理に向き合い、己が信じる心理を背にして、現実の正に敢然と闘う必要がある場合、何（手

段）で闘うか。我々のような弱者は「言葉」しか有効な武器を持たない。だが、言葉は常に磨か

ないと武器として使えない。言葉を磨くためには、鋭い思索が必要だ。ものの見方、考え方を鍛

えるしかない。では、どうやって鍛えるか？伝えるべきものを持たぬ者ほど表現・語彙は貧困に

なり、言葉遣い（文法）にも無頓着である。 

 多弁を弄しても何も語らぬ場合がある。善意の「まるい」言葉でしゃべる人ほど話は長くて要

領を得ない。また、一言が全てを語る場合がある。誹謗中傷、罵詈雑言、虚言は磨いても武器に

ならない。剽窃また然り。自分で思索して自分の言葉で表現する。その技を磨くことこそ、この

混沌とする社会を切り開く術となる。 

 思考を豊かにし、自らと対話すること。それは書との対話である。書に向かい合っている姿が

最も人間らしい姿であり、その人らしく生きようとしている姿である。青春時代に、今の感性を

震わせ、「ひたすら」書と対話せよ！ 

私の高校時代の恩師のことばを再び…です。何十年も前の話ですが、今の皆さんにも読んでほしいと思い、

掲載させてもらいました。（片平） 

                 


